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資料編

音楽科学習指導案
太田市立鳥之郷小学校 第６学年１組

平成16年10月実施

指導者 教諭 遠藤 美由紀

「日本の音楽を心で感じ取ろう」１ 題材名

鑑賞教材： 春の海 、雅楽「越天楽」「 」

表現教材： 越天楽今様」「

（ ）補助教材：環境音 校舎内外の音 河原で鳴く虫の声 水琴窟 風鈴 蝉時雨 潮騒 お寺の鐘の音、 、 、 、 、 、

２ 目標

環境音や日本の音楽を聴くことを通して、様々な環境音や日本の音楽に関心をもち、感じ取

ったことからイメージを広げたり、それに合った音楽表現を工夫したりして、音楽と楽しくか

かわりながら、日本の音楽を心で感じ取ることができる。

研究報告書参照３ 題材設定の意図

４ 題材の評価規準及び学習活動における具体の評価規準

ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力評価の ア 音楽への関心・ イ 音楽的な感受や表現の

意欲・態度 工夫観点

歌唱

器楽 ○ ○ ○

創作 ○ ○ ○

鑑賞 ○ ○

題 様々な環境音に関心をも 環境音や日本の音楽を聴いて 自由な発想を生かし 日本の音楽を、楽

材 ち、進んで聴き取ったり 感じ取ったことから自分のイ て表現し、自分のイ 器の音色に気付い

の 感じ取ったりし、それを メージをもち、それらを生か メージに合った音楽 たりイメージを広

評 鑑賞や表現の活動に生か した多様な表現の仕方を工夫 表現を楽しむなど、 げたりしながら全

価 そうとしている。 している。 工夫して音楽をつく 体的に味わって聴

規 っている。 く。

準

学 ①様々な環境音を聴くこ ①様々な環境音の音質の違い ①声や楽器、環境音 ①様々な楽器の音

習 とに関心をもち、進んで や特徴を感じ取り、音や音楽 などを組合せ、曲の の特徴に気付いた

活 聴き取ろうとしている。 から自分なりのイメージをも 構成などを工夫して り、思いを浮かべ、

動 ②環境音を聴く活動で行 っている。 多様な音楽表現を楽 たり風景を想像し

に った感じ方を鑑賞に生か ②感じたことを友達と話し合 しんで演奏している ながら、音楽全体。

お しながら、関心をもって うことによって様々な感じ方 のイメージを感じ

け 聴こうとしている。 があることを知り、感じ方を 取って聴く。

る ③自分のイメージを表現 広げようとしている。

具 するために目当てをもっ ③自分の表現したい思いやイ

体 て意欲的に練習に取り組 メージをもち、楽器の組合せ

的 んでいる。 や多様な表現の仕方を考えて

な 工夫している。

評 ④友達の表現のよさや表現意

価 図を感じ取り、自分なりのイ

規 メージを豊かに膨らませてい

準 る。

ア～ 及び①～④は題材の評価規準との関連を示す５ 指導と評価の計画(全８時間） エ

評価の観点、具体の評価規準
段 時 ［ ］は具体的に判断する場面と方法◎学習のねらい 支援及び指導上の留意点
階 間 ◎十分満足できると判断する状況○学習内容及び学習活動

●努力を要する児童への働きかけ
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生活音や自然の音を意識して聴 ア①：様々な環境音を聴くことに関◎
き、音から思いや風景を浮かべ、 心をもち、進んで聴き取ろうとして

表情や態度の観察 発言 ワ感じたことを交流する いる。［ ］［ ］［
ークシートの記述］

○生活音を聴く。 ○たくさんの音が聴き取れ ◎様々な音を集中して聴き取ろうと
環 るように場所と環境を考慮 していたり、音を聴き取る楽しさが

する。 態度に現れ、ワークシートにもたく
境 ○ 河原で鳴く虫の声 を聴いて ○音を聴いて感じた思いや さんの内容が書かれている。「 」 、

１聞こえた音や音から感じた思いや 浮かぶ風景をたくさん書け ●集中して聴き取ることができない
音 浮かぶ風景を短い言葉でワークシ るよう、思いつくままに短 児童には、興味をもって聴けるよう

ートにメモ書きする。 い言葉でワークシートに書 な声かけをする。
を くように伝える。

イ①：様々な環境音の音質の違いや○メモ書きした内容を付箋紙に ○同じ内容ごとにまとめ、
せん

特徴を感じ取り、音や音楽から自分聴 書き取り、グループで交流する。 自分が感じ取れなかった内
［表情や態度容に目を向けるように伝え のイメージをもっている。

の観察 ［ワークシートの記述］く る。 ］
○気付いたことや発見したことを ○友達の意見を参考にしな ◎いろいろな視点から感じ取ること

・ もとに再度音を聴き、新たに感じ がら再度確認して注意深く ができ、ワークシートにたくさんの
取ったことをワークシートに書 聴くように声をかける。 内容が書かれている。

見 く。 ●感じ取ることが苦手な児童には、
聴き取る視点を確認し、その視点で

通 聴いてみるように声かけをする。
自然の音や日本の音を聴いて感 ア①：様々な環境音を聴くことに関◎

じたことを交流する 心をもち、進んで聴き取ろうとしてし
［表情や態度の観察 ［ワークいる。 ］

１ ○「風鈴と蝉時雨」の音を聴いて ○思い浮かんだことを何で シートの記述］
聞こえた音や音から感じた思いや も思いついたまま短い言葉 ◎様々な音を集中して聴き取ろうと
浮かぶ風景を短い言葉でワークシ でワークシートにメモ書き する様子や、音を聴き取る楽しさが
ートにメモ書きする。 する。 態度に現れ、ワークシートにもたく

さんの内容が書かれている。
○メモ書きしたものを付箋紙に書 ○話合いをするために付箋 ●聴き取れた音が少なかったり、集
き取る。 紙を使うことを伝える。 中力の持続しない児童には、友達の
○付箋紙を持ち寄り、グループで ○様々な感じ方を内容ごと 意見から聴き取る視点を見付けられ
それぞれが感じ取った内容を出し にまとめられるよう、まと るように声かけをする。

２合い、内容ごとにまとめる。 め方の視点を提示する。
イ②：感じたことを友達と話し合う
ことによって、様々な感じ方がある○気付いたことや発見したことを ○特に自分の感じ方と違う
ことを知るとともに、感じ方を広げもとに再度音を聴き、新たに感じ ものに注目させて、再度聴
ようとしている。取ったことをワークシートに書 く時の新たな視点にできる

く。 ようにする。 ［話合いの様子 ［ワークシートの記］
○交流によって感じ方の広 述］
がりが生まれたことに注目 ◎いろいろな視点からの感じ方をワ
できるようにする。 ークシートに書き、積極的に話し合

○いろいろな環境音を聴き、何の ○表現活動への参考になる いに参加し、友達からの意見から、
音なのかを当てたり、感じ取った ように、いろいろな音を聴 新たな感じ方を見付けられている
りする。 き、音から自由にイメージ ●友達との話合いに消極的な児童に

を広げられるようにする。 は、友達の意見をよく聴き、自分の
感じ方と比較し、違いが発見できる
ように声かけをする。

春の海」を聴いて感じたこと エ①：様々な楽器の音の特徴に気付◎「
を交流し、聴き方の視点や感じ方 いたり、音楽を聴いて思いを浮かべ
を広げる たり風景を想像したりしながら、音

。楽全体のイメージを感じ取って聴く
○「春の海」を聴いて楽器の音や ○自由にイメージを広げら [表情や態度の観察][ワークシートの
曲の感じから、思いを浮かべたり れるように曲名、作曲者名 記述］
風景を想像したりして、感じたこ を伏せておく。 ◎楽器の音や組合せから曲を感じ取
とを短い言葉でワークシートにメ り、イメージを広げながら聴いてい
モ書きする。 る。

、○メモ書きしたものを付箋紙に書 ○話合いをするために付箋 ●イメージが感じ取れない児童には
き取る。 紙を使うことを言う。 環境音を聴く活動で感じ取ったこと

。３ を生かして聴くように声かけをする
日 ○付箋紙を持ち寄り、グループで ○様々な感じ方を内容ごと

イ②：感じたことを友達と話し合うそれぞれが感じ取った内容を出し にまとめられるよう、まと
ことによって、様々な感じ方がある本 合い、内容ごとにまとめる。 め方の視点を提示する。
ことを知り、新たな視点で感じ方を○交流することで自分の感

の じ方と違うものに注目させ ［表情や態度の広げようとしている
て、再度聴く時の新たな視 観察 ［ワークシート内容 ［グルー］ ］

音 点にできるようにする。 プでの活動の様子］
○「春の海」について知る。 ○曲名、作曲者、曲につい ◎感じたことを進んで発言し、自分

楽 て簡単に説明し、鑑賞の視 が感じなかったことを友達の意見か
○気付いたことや発見したことを 点が広がるようにする。 ら発見し、新たな感じ方を広げてい

を もとに再度音楽を聴き、新たに感 る。
じ取ったことをワークシートに書 ●友達との話合いに消極的な児童に

鑑 く。 は、友達の意見をよく聴き、自分の
感じ方と比較し、違いが発見できる

賞 ように声かけをする。
◎雅楽 越天楽 を聴いたり 越 ア②：環境音を聴く活動で行った感「 」 、「
天楽今様」を歌ったりして、日本 じ方を鑑賞に生かしながら、関心をす
の音楽の雰囲気を感じ取る もって聴こうとしている。

る ［表情や態度の観察 ［ワークシート］
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○雅楽「越天楽」を聴いて楽器の ○自分の感じ方と違うもの の内容 ［グループでの活動の様子］］
・ 音や曲の感じから思いを浮かべた に注目させて、再度聴く時 ◎音楽を集中して聴いており、鑑賞

り風景を想像したりし、感じたこ の新たな視点にできるよう する楽しさが態度に現れ、ワークシ
とを短い言葉でワークシートに書 にする。 ートにもたくさんの内容を書いてい

見 く。 る。
○友達の発表を聞く。 ●集中力の持続しない児童には、環

通４○雅楽「越天楽」について知る。 ○雅楽について簡単に説明 境音を聴いて感じ取った内容を振り
し、映像による視聴をし、 返り、注意深く聴くように声かけを

し ○演奏場面の映像を見ながら再度 新たな感じ方ができるよう する。
鑑賞する。 にする。

イ②：感じたことを友達と話し合う２ ○「越天楽今様」を聴いたり歌っ ○雅楽「越天楽」と「越天
ことによって様々な感じ方があるこたりする。 楽今様」との共通点や相違
とを知り、感じ方を広げようとして点を感じたり、イメージを

重ねたりしながら鑑賞でき ［表情や態度の観察 ［ワークいる。 ］
るようにする。 シートの記述］
○自然で無理のない声で歌 ◎いろいろな視点からの感じ方をワ
えるようにする。 ークシートに書いている。

●感じ方の広がらない児童には、聴
く視点を与えてそれを手がかりに自
分なりのイメージがもてるように支
援する。

◎環境音から想像した風景や思い イ③：自分の表現したいことの思い
を「越天楽今様」で表現する やイメージをもち、楽器の組合せや

多様な表現の仕方を考えている。○グループで好きな環境音を選 ○楽器の組合せ、演奏の構
び、その音から浮かぶ思いや想像 成や奏法など、工夫するポ ［話合いの態度や発言の様子 ［ワー］
する風景を話し合う。 イントを示す。 クシートの記述］

５○音楽を聴いて浮かべたイメージ ○グループの思いが伝えら ◎いろいろな発想を発言し、みんな
をもとにして、この曲にふさわし れるような楽器をグループ の意見を調整している。
い楽器を選ぶ。 に応じて準備する。 ●楽器や表現方法が浮かばない児童
○グループの思いが伝えられるよ ○音の表現については、図 には、ワークシートに書いた内容を
うな楽器の組合せや歌詞を考え 形楽譜などのような、自分 振り返らせて心に残った音や浮かん
る。 たちで分かる記譜方法でよ だ思いを思い出してみるように声か
○どのように表現を工夫するの いことを伝える。 けをする。
、 。か 工夫するポイントを話し合う

◎自分なりのイメージの追求を ア③：自分のイメージを表現するた
し、表現の工夫をしながら練習す めに、目当てをもって意欲的に練習

○目当てをもって練習に取 ［表情や態度の観る に取り組んでいる。
○練習計画や目当てに沿って、自 り組めるようにする。 察 ［演奏への取組］］

６分なりの表現を工夫しながら練習 ○いろいろな奏法を支援す ◎自分の表現したいイメージに近付
する。 る。 くように様々な方法で、工夫を加え

○うまく練習できなかった ながら演奏練習に取り組んでいる。
り、演奏につまずいている ●目当てのもてない児童には、どの

表 児童には相談にのったり一 ように表現したいのかを確認し、つ
。緒に演奏したりする。 まずいている部分を一緒に解決する

曲の構成、音色、音のバランス現 ◎
などを考え、グループで協力して ウ①：声や楽器、環境音などを組合
練習する せ、曲の構成などを工夫して多様なす ○個人やグループの練習の

音楽表現を楽しんで演奏している。○個人やグループで決めた練習の 目当てをもって練習に取り
る ポイントに沿って練習する。 組めるようにする。 演奏の工夫 話合いでの意見 ワ［ ］［ ］［
・ ○自分たちの工夫点や、伝 ークシートの記述］

７ えたいイメージが分かるよ ◎自分の工夫したことを友達に紹介
見 うに演奏されているか、な したり、一緒に考えたりし、表現の

。どの練習ポイントを確認す 追求をしながら楽しく演奏している
通 る。 ●工夫の分からない児童には、どの

○発表に向けて通して練習し、う ○グループごとに演奏につ ように演奏したいのかを確認し、そ
し まくいかなかった所を改善する。 いての支援をする。 のための工夫や演奏のアドバイスを

○次時の発表への意欲付け する。
３ をする。

表現を工夫しながら演奏発表を イ④：友達の表現のよさや表現意図◎
したり、各グループの表現を感じ を感じ取り、自分なりのイメージを

［発言 ［ワ取りながら楽しく聴いたりする 豊かに膨らませている。 ］
ークシートの記述］

、○「越天楽今様」の演奏を発表し ○演奏の仕方や表現の工夫 ◎聴く観点に沿って聴くことができ
合い、聴いた感想を交流する。 などよいところを見付ける 進んで感想を発言している。

ように、聴き方の観点を示 ●よさや感じたことが書けない児童
す。 には、その児童に応じて書けそうな
○各グループの表現意図を 内容を支援する。
感じ取り、さらに自分のイ

ウ①：声や楽器、環境音などを組み８ メージを広げながら聴くよ
合わせ、曲の構成などを工夫して多うにする。
様な音楽表現を楽しんで演奏してい○自分たちの演奏について振り返 ○教師は、発言されなかっ

る。 たよかったところや工夫点 ［演奏の様子 ［ワークシートへる。 ］
を賞賛したり、感想を述べ の記述］
たりし、演奏後の成就感が ◎グループ全体の様子をつかみなが
もてるようにする。 ら自分の表現意図がみんなに分かる

○学習全体のまとめをする。 ように演奏している。
●自分の表現意図をうまく表現でき
きなかった児童には、うまくいかな
かった原因を考え、次に生かせるよ
うに一緒に振り返る。
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６ 指導案の展開（抜粋）

本時の学習（１時間目）

（１）本時の目標

生活音や自然の音などを意識して聴き、音から思いを浮かべたり風景を想像したりしてイメ

ージを広げ、感じたことを話し合う。

（２）準備

教師：環境音のＣＤとビデオ、付箋紙、画用紙、マジック 児童：ワークシート

（３）展開（本時は８時間扱いの１時間目）

評価の観点、具体の評価規準

［］具体的に判断する場面と方法過 学習活動 時 支援及び指導上の留意点

◎十分満足できると判断する状況程 間

●努力を要する児童への働きかけ

○題材や、本時の学習内容につい ・題材の全体の流れを話し、意欲付けを図 ア①

ての説明を聞く。 る。 様々な環境音を聴くことに関

○環境音（生活音）を聴く活動を ・意識して音を聴き取り、様々な音の発見 心を持ち、進んで聴き取ろうつ

行う。 をする活動であることを伝える。 としている。20

［ ］［ ］か 分・音楽室で聞こえる音を意識して ・場所によっても聞こえる音が違うことが 表情や態度の観察 発言

聴き、聞こえた音をワークシート 分かるように、教室で聴いた後、児童玄関 ［ワークシートの記述］

に書く。 に行き、同じ活動をする。 ◎様々な音を集中して聴き取む

・児童玄関で聞こえるあらゆる音 ろうとしていたり、音を聴き

をワークシートに書く。 ・友達が聴き取った音を書き足すことで、 取る楽しさが態度に現れ、ワ

・友達と聞こえた音について話し 生活の中の様々な音の発見ができるように ークシートにもたくさんの内

合い、聴き取れなかった音を赤で 意識付けをする。 容が書かれている。

書き足す。 ●集中して聴き取ることがで

○環境音（自然の音）を聴く。 ・音楽室へ戻り、音を聴く活動についての きない児童には、興味をもっ

・ 河原で鳴く虫の声」を聴いて聞 説明をする。 て聴けるような声かけする。「

こえた音の他に、音から感じた思 ・ワークシートに記入する際は、思いつく

いや浮かぶ風景をワークシートに まま短い言葉でメモ書きをするように言う イ①。

短い言葉でメモ書きし、それを付 ・話合いをするために付箋紙を使う。 様々な環境音の音色や音質の

箋紙に書く。 ・様々な感じ方を内容ごとにまとめられる 違いや特徴を感じ取り、音や追 20

・メモ書きした付箋紙を持ち寄り よう、まとめ方の視点を提示する。 音楽から自分なりのイメージ、 分

グループで感じたことを出し合い 視点・聞こえた音 をもっている。求 、

同じ視点ごとにまとめる。 ・浮かべた思い ［表情や態度の観察］

・想像した風景 ［ワークシートの記述］す

・違う感じ方があった場合、その感じ方に ◎いろいろな視点から感じ取

・聴いた音がどのような場面の音 注目させて、再度聴くときの新たな視点に ることができ、ワークシートる

なのかを知り、話合いででた意見 できるようにする。 にたくさんの内容が書かれて

をもとにもう一度聴き、音の感じ ・新たに聴き取った音や感じたことをワー いる。

方を広げる。 クシートに書き足し、感じ方の広がりが意 ●感じ取ることが苦手な児童

識できるようにする。 には聴き取る視点を言い、そ

○音を聴く活動について自己評価 ・本時のまとめをし、話合いによって音の の視点で聴いてみるように声ま

をする。 聴き方が広がったことを意識できるように をかける。と ５

する。め 分

る
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本時の学習（２時間目）

（１）目標

、 、 、自然の音や日本の音などを聴き 感じ取ったことを交流し 聴き方の視点や感じ方を広げて

音を感じ取る楽しさを味わう。

（２）準備

教師： 環境音のＣＤとビデオ、付箋紙、画用紙、マジック 児童：ワークシート

（３）展開（本時は８時間扱いの２時間目）

評価の観点、具体の評価規準

［］具体的に判断する場面と方法過 学習活動 時 支援及び指導上の留意点

◎十分満足できると判断する状況程 間

●努力を要する児童への働きかけ

ア①つ ○本時の学習内容についての ・前時の学習を振り返り、本時の学

様々な環境音を聴くことに関か ５説明を聞く。 習に生かせるようにする。

心をもち、進んで音を聴き取む 分 ・前時の学習と同じように音を聴き

ろうとしている。取っていくことを伝える。

［表情や態度の観察 ［ワーク○環境音（自然の音）を聴く。 ・思い浮かんだことを何でも思いつ ］

シートの記述 ［話合い］・ 風鈴と蝉時雨」の音を聴い いたまま短い言葉でワークシートに「 ］

◎様々な音を集中して聴き取て聞こえた音や、感じた思い メモ書きしていく。

ろうとしていたり、音を聴きや音から浮かぶ風景をワーク ・話合いをするために付箋紙を使う

取る楽しさが態度に現れ、ワシートにメモ書きする。 ことを言う。

ークシートにもたくさんの内・メモ書きしたものを付箋紙 ・感じたことを出し合い、同じ視点

容が書かれている。追 に書く。 ごとにまとめていく。違う感じ方が

●聴き取れた音が少なかった・メモ書きした付箋紙を持ち あった場合、その感じ方に注目させ

り、集中力の持続しない児童求 寄り、グループで感じたこと て再度聴く時の新たな視点にできる

には、友達の意見から聴き取を出し合い、同じ内容ごとに ようにする。

る視点を見付けられるようにす 20まとめる。

声かけする。・聴いた音がどのような場面 ・話合いをした後、音の場面を映像分

イ②る の音なのかを知り、話合いを で見ることで、新たに聴き取ったこ

感じたことを友達と話し合うもとにもう一度聴き、音の感 とや感じたことをワークシートに書

ことによって、様々な感じ方じ方を広げる。 き足し、聴き方の視点や感じ方の広

があることを知るとともに、○いろいろな環境音を聴く。 がりが意識できるようにする。

。・いろいろな環境音を聴き、 ・表現活動への参考になるように、 感じ方を広げようとしている

［話合いの様子］何の音なのかを当てたり、感 いろいろな音を聴き、音からイメー

［ワークシートの記述］じ取ったりする。 ジを自由に広げられるようにする。

◎いろいろな視点からの感じ（聴く音：機織りの音、水琴

方をワークシートに書き、積窟、ししおどし、潮騒、お寺

極的に話合いに参加し、友達の鐘、花火、祭り囃子）

からの意見から新たな感じ方○音を聴く活動について分か ・話合いによって音の感じ方が広が

を見付けられている。ま ５ったことをまとめ、感想を述 ったことを意識できるようにする。

●友達との話合いに消極的なと 分べる。 ・環境音を聴く活動を振り返ったり、

児童には、友達の意見をよくめ 次の活動の意欲付けをしたりする。

、 、る 聴き 自分の感じ方と比較し

違いが発見できるように声を

かける。
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本時の学習（３時間目）

（１）目標

「春の海」の音楽から、思いを浮かべたり風景を想像したりしながら聴き、交流することで

感じ方を広げるなどして、日本の音楽を心で感じ取る。

（２）準備

教師： 春の海のＣＤとビデオ、付箋紙、画用紙、マジック

児童： 教科書、ワークシート

（３）展開（本時は８時間扱いの３時間目）

評価の観点、具体の評価規準

［］具体的に判断する場面と方法過 学習活動 時 支援及び指導上の留意点

◎十分満足できると判断する状況程 間

●努力を要する児童への働きかけ

エ①つ ○本時の学習内容についての ・前時の学習を振り返り、本時の学

様々な楽器の音の特徴に気付いか ５説明を聞く。 習に生かせるようにする。

たり、音楽を聴いて思いを浮かむ 分 ・前時の学習と同じように音を聞き

べたり風景を想像したりしなが取っていくことを伝える。

ら、音楽全体のイメージを感じ○「春の海」を聴く。 ・自由にイメージを広げられるよう

取って聴く ［表情や態度の観・ 春の海」を聴いて、聞こえ に、曲名、作曲者名を伏せておく。「 。

察 ［ワークシートの記述］た楽器の音や、曲の感じから ・思い浮かんだことを何でも思いつ ］

◎楽器の音や組合せから曲を感浮かぶ風景、感じた思いをワ いたまま短い言葉でワークシートに

じ取り、音楽全体のイメージをークシートにメモ書きする。 メモ書きしていく。

広げながら聴いている。・メモ書きしたものを付箋紙 ・交流するために付箋紙を使う。

●イメージが感じ取れない児童追 に書く。 ・様々な感じ方を内容ごとにまとめ

には、環境音を聴く活動で感じ・付箋紙を持ち寄り、グルー られるよう、まとめ方の視点を提示

取ったことを生かして聴くよう求 プでそれぞれが感じた内容を する。

視点・聞こえた音 に声をかける。出し合い、同じ感じ方ごとに

・浮かべた思い イ②す 35まとめていく。

・想像した風景 感じたことを友達と話し合うこ分

とによって、様々な感じ方がある ・ 春の海」について知る。 ・違う感じ方があった場合、その感「

ることを知り、新たな視点で感じ方に注目させて、再度聴くときの

じ方を広げようとしている ［表・グループで話し合ったり、 新たな視点にできるようにする。 。

情や態度の観察］曲について説明を聞いたりし ・曲名や作曲者、楽器や曲の構成に

［ワークシートの記述］た後、新しい視点をもとにも ついて簡単に触れる。

［グループでの活動の様子］う一度聴き、新たに気付いた ・話合い後 「春の海」のビデオを、

◎感じたことを進んで発言し、ことや感じたことをワークシ 視聴しながら、いろいろな視点から

自分が感じなかったことを友達ートに書く。 新たに感じたことをワークシートに

の意見から発見し、新たな感じ書くことにより、感じ方の広がりが

方を広げている。意識できるようにする。

●友達との話合いに消極的な児ま ○本時のまとめをし、学習を ・自己評価をすることで、イメージ

、 、と ５振り返り自己評価をする。 をもって聴くことの楽しさを感じた 童には 友達の意見をよく聴き

自分の感じ方と比較し、違いがめ 分 り、話合いによって音の聴き方が広

発見できるように声をかける。る がったりしたなどを意識できるよう

にする。
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本時の学習（４時間目）

（１）目標

雅楽「越天楽」の音楽から思いを浮かべたり風景を想像したりするなど、イメージを広げな

がら聴いたり、越天楽今様を歌ったりして、日本の音楽に親しむことができる。

（２）準備

教師： 「越天楽」のＣＤとビデオ、掲示物 児童： 教科書、ワークシート

（３）展開（本時は８時間扱いの４時間目）

評価の観点、具体の評価規準

［］具体的に判断する場面と方法過 学習活動 時 支援及び指導上の留意点

◎十分満足できると判断する状況程 間

●努力を要する児童への働きかけ

エ①つ ○本時の学習内容についての ・前時に鑑賞した「春の海」につ

様々な楽器の音の特徴に気付いたか ５説明を聞く。 いての学習を振り返り、自然と音

り、音楽を聴いて思いを浮かべたむ 分 楽とのかかわりについてふれ、本

り風景を想像したりしながら、音時の学習に関連できるようにする。

楽全体のイメージを感じ取って聴○雅楽「越天楽」を聴く。 ・自由にイメージを広げられるよ↑

く ［表情や態度の観察 ［ワーク・ 越天楽」を聴いて、聞こえ うに、曲名、作曲者名を伏せてお「 。 ］

シートの記述］た楽器の音や、曲の感じから く。

◎楽器の音や組合せから曲を感じ浮かぶ風景、感じた思いをワ ・思い浮かんだことを何でも思い

取り、音楽全体のイメージを広げークシートにメモ書きする。 ついたまま短い言葉でワークシー

ながら聴いている。・友達の意見を聞く。 トにメモ書きしていく。

●イメージが感じ取れない児童に追 20 ・友達の意見を聞いて違う感じ方

は、環境音を聴く活動で感じ取っ分 があった場合、その感じ方に注目

たことを生かして聴くように声を求 ・ 越天楽」について知る。 させて、再度聴くときの新たな視「

かける。点にできるようにする。

・演奏場面の映像を見ながら ・曲名や楽器について説明する。す

イ②もう一度聴き、新たに気付い ・曲の説明を聞いたり、映像を見

感じたことを友達と話し合うことる たことや感じたことをワーク たりしたことから、分かったこと

によって、様々な感じ方があるこシートに書く。 や新たに感じたことをワークシー

とを知り、新たな視点で感じ方を↓ トに書くことにより、感じ方の広

広げようとしている ［表情や態○「越天楽今様」を聴く。 がりが意識できるようにする。↑ 。

度の観察］・ 越天楽今様」を聴いて気付 ・ 越天楽」との共通点や相違点を「 「

［ワークシートの記述］いたことをワークシートに書 感じ取れるようにするために曲名

［グループでの活動の様子］く。 は伏せておく。15

◎感じたことを進んで発言し、自・ワークシートことを発表す ・ 越天楽今様」について簡単に説分 「

分が感じなかったことを友達の意る。 明する。

見から発見し、新たな感じ方を広・ 越天楽今様」を歌う。 ・発声の仕方については自然な無「 ↓

げている。理のない声で歌うようにする。

●友達との話合いに消極的な児童ま ○本時のまとめをし、学習を ・自己評価への記入の様子を見て、

には、友達の意見をよく聴き、自と ５振り返り自己評価をする。 次時の学習への意欲が高まるよう

分の感じ方と比較し、違いが発見め 分 に賞賛したり励ましたりする。

できるように声をかける。る
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本時の学習（５時間目）

（１）目標

環境音を聴いて感じた学習からグループで表現したい風景や音を決め、楽器を選んだり歌詞

を考えたりして、自分たちなりの「越天楽今様」を表現するための計画を立てる。

（２）準備

「 」 、 （ 、 、 、 、教師： 越天楽今様 のＣＤ 楽器 こと リコーダー キーボード ウインドチャイム

締太鼓、鉦、鈴など）

児童： 教科書、ワークシート

（３）展開（本時は８時間扱いの５時間目）

評価の観点、具体の評価規準

［］具体的に判断する場面と方法過 学習活動 時 支援及び指導上の留意点

◎十分満足できると判断する状況程 間

●努力を要する児童への働きかけ

「 」 「 」○前時の学習を振り返り、 ・前時に聴いた 越天楽 と 越天楽今様

「越天楽今様」を歌ったり の学習を振り返り、今様の歌詞は春の季節つ ５

本時の学習についての説明 を歌ったものであることを確認する。か 分

を聴いたりする。 ・本時は「越天楽今様」をグループごとにむ

楽器や歌で表現するための計画を立てるこ

とを伝える。

○「越天楽今様」を表現す ・計画の段階を説明する。 イ③

るための計画を立てる。 段階 自分の表現したい思いや

①１，２時間目に聴いた環境音から浮かべ イメージをもち、楽器の

・提示された計画の段階に た風景や思いを思い出し、グループで表現 組合せや多様な表現の仕

沿ってグループで話し合う したい場面を決める。 方などを考えている。。

②その場面の環境音をどんな楽器でどのよ ［話合いの態度や発言の

うに表現するかを決める。 様子］追

③越天楽今様の楽譜を参考にし、旋律や対 ［ワークシートの記述］

旋律の楽器を決める。 ◎いろいろな発想を発言求

④環境音をどこでどのように組み合わせる し、みんなの意見を調整35

か決める。 している。す 分

・自分たちの思いが伝えら ⑤楽器の分担を決める。 ●楽器や表現方法が浮か

れるような楽器を選んだり ⑥環境音を通して自分たちの伝えたい風景 ばない児童には、ワークる 、

歌詞を考えたりする。 や思いを歌詞にする。 シートに書いたことを振

・楽器や音の素材の組合せ方 演奏の構成 り返らせて、心に残った、 、

奏法など工夫するポイントを支援する。 音や浮かんだ思いを思い

・音の表現については図形楽譜などのよう 出してみるように声かけ

に、自分たちでわかる記譜方法でよいこと する。

を言う。

○次時の学習内容を確認す ・次の時間から練習できるように練習の仕ま

る。 方や場所などについて予告しておく。と ２

め 分

る
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音楽ワークシート １時間目の１ 音楽ワークシート １時間目の２

いろいろな音を聞く学習 ① いろいろな音を聴く学習 ②

活動４活動１ 音楽室で聞こえる音を聴いてみよう。

どんな音が聴こえるかな。 の音を聴いてみよう

（じっと耳をすませて聴いてみよう ）。

１回目

話合い

他場所で音を聴いてみよう。どんな音が聴 ２回目 新たに感じたことを書き足してみよう活動２

こえるかな。友達と確かめてみよう。友達から教えて

らった音を赤で書きたしてみよう。

音を聴く活動をしたことで何か分かったこ活動５

と、気が付いたことがありますか。児童げんかん

自己評価

A B C友達から教えてもらった音 しっかり音を聴いたり音からイメージが広げられた

A B C友達のイメージを参考にして新たな感じ方ができた

音楽ワークシート ２時間目 音楽ワークシート ３時間目

いろいろな音を聴いた学習を生かして音楽を聴いていろいろな音を聞く学習 ③

感じてみよう。

曲名聞こえた音や感じた思い、浮かぶ風景を書いてみよう

１回目：聞こえる楽器の音、感じた思い、音から浮か① の音 ⑤ の音

ぶ風景を書いてみよう

② の音 ⑥ の音

話合い

２回目：もう一度聴いて新しく感じたことを書き足し

てみよう

③ の音 ⑦ の音

④ の音 ⑧ の音 自己評価

A B Cいろいろなイメージを広げられた

A B C友達の感じ方を参考に新たな感じ方を広げられた

A B C楽しく鑑賞できた

 聞こえた音 

 
場 所 

 
聞こえた音 
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音楽ワークシート ５時間目 音楽ワークシート ６・７時間目

越天楽今様」を表現しよう 「越天楽今様」を表現しよう「

１ 好きな環境音を選んで浮かぶ思いや風景の １ 個人の目当て

中から表現したい場面を話し合おう （１）自分の担当する楽器

選んだ環境音：

浮かぶ思いや風景： （２）自分の担当する楽器で、どのように表

現を工夫したいですか

表現したい場面：

表現したい内容を歌詞にしてみよう： ２ グループでの話合い

○話合いの視点

・曲（歌詞）のどの部分にどのように環境音を組み

合わせるか

前奏、間奏、後奏、繰り返しをどのように入れるか２ 歌や楽器で表現しよう ・

強弱、間、速さはどのくらいにするか（１）使う楽器 ・

○演奏確認の視点

音のバランスは大丈夫か・

いつも間違えるところやうまくいかないところは（２）楽器や歌の分担 ・

ないか

自分たちが表現したいことが十分伝わるように演・

奏できているか

音楽ワークシート ７時間目 音楽ワークシート ８時間目

「越天楽今様」を表現しよう 自分たちの「越天楽今様」を発表しよう

１ グループの練習計画を立てよう グループの演奏を聴こう

〈聴き方〉

演奏の仕方や表現の工夫など、よいところを見付・

けながら聴いてみよう

グループで表現した内容を感じ取り、自分なりに・

イメージを浮かべながら聴いてみよう

２ 今日の練習を振り返って、よくできたとこ 感 想

ろ、うまくいかなかったところを話し合おう １班

２班

３班

４班

５班

６班

自己評価をして次回の発表に生かそう 自己評価

A B C A B C練習計画通りに協力して練習できた 表現の工夫をしながら演奏できた

A B C A B C自分の工夫した所がみんなに伝わるように演奏できた グループの友達と心を合わせて演奏でき

A B C A B C強弱、間、速さに気を付けながら演奏できた 各グループのイメージを感じ取りながら聴けた

A B C A B Cつかえずに最後まで演奏できた 友達の演奏のよさを見付けながら聴けた


